
「みどり」の効果 泉佐野丘陵緑地にお
ける４つの理念

評価の種類 評価項目・手法（イメージ） 収集データ（例）

存在効果 ・都市環境の保全

・都市景観の形成

・生物多様性の確保

・都市防災機能の向上

・「景観」に配慮 ・定量的評価 ・保全、再生樹林の推移 等 ・定点観測による面積 等

・定性的評価 ・「景観」に関する来園者の認識度
・運営審議会による評価

・アンケートによる調査

・「環境」に配慮 ・定量的評価 ・動植物数の増減
・環境に配慮した材料工法状況 等

・種、個体数
・実施の有無 等

・定性的評価 ・「環境」に関する来園者の認識度
・運営審議会による評価

・アンケートによる調査

利用効果
・レクリエーション

・教育

・商業、観光

・文化、交流

・福祉

・安心

・「みんなでつくる」
～シナリオ型公園づ

くり～

・定量的評価 ・府民（パーククラブ）の参画数
・企業の参画数
・研修、視察等 利用 の推移

・来園者数、パーククラブ、
各種プログラム、研修にお
ける参加者数、活動時間、
内容、満足度

・定性的評価 ・「参画」に関するスタッフ及び来園者
の認識度
・運営審議会による評価

・アンケートによる調査

媒体効果

・「地域の活性化等に
役立つ」

・定量的評価 ・地域連携、学校利用プログラム数
・広報紙掲載数、ＨＰアクセス数の推移

・参加者数、活動時間、内
容、満足度
・広報紙掲載数 等

・定性的評価 ・「交流や連携」に関するスタッフ及び
来園者の認識度
・運営審議会による評価

・アンケートによる調査

前回の確認点：今後、評価項目・手法を検証していく上で、日頃から収集しておくデータ例

評価の視点：４つの基本理念の遂行

前回資料

評価（ＰＤＣＡ）にかかる年間スケジュール等について（案）

前回の確認点：４つの理念ごとに定量的、定性的な評価が必要



○収集データ 一覧 H26.11.現在

種 類 内 容 場 所 頻 度 備 考

定点観測 ・景観、環境 ・写真撮影 中地区４１か所 １回/３か月 パーククラブ活動内

・樹 木

・水生植物

・キノコ

・種名の確認（仮プレート付け）

・種名の確認

・種名の確認

中地区 全域

谷口池、向井池、
流れ（ビオトープ）

中地区 全域

１回/年

１回/年

１回/年

パーククラブ活動内

〃

〃

・昆 虫 ・種名の確認 流れ（ビオトープ）
周辺

１回/年 専門講師による
観察会にて

・野 鳥 ・種名の確認 谷口池、向井池 １回/年 専門講師による
観察会にて

利用状況 ・来園者

・団体
（研修）利用
・視察対応

・来園者数、駐車台数
公園利用アンケート

・団体名、参加者数
研修者用アンケート

・団体名、参加者数、
視察者用アンケート

中地区

中地区

－

毎日
１回/年
その都度

〃

巡視員によるカウント

広 報 ・広報、報道
・ホームページ

・広報、取材対応実績
・アクセス数

－
－

その都度
毎日 自動カウント

プログラム ・来園者向け
プログラム

・パーククラブ
活動

・参加者数、内容、活動時間、
来園者、スタッフ用アンケート

・参加者数、内容、活動時間
スタッフ用アンケート

－

－

実施ごと

活動日ごと

設問内容を統一して変化
を把握

整備工事
管理工事

・工法
・手法

・環境に配慮した材料、工法
・環境に配慮した工法

中地区ほか
〃

実施ごと
〃

仕様書、図面、実績の記
録

協議－３

論点１：特に、パーククラブ活動として実施している内容の頻度、精度



・評価内容 ： 泉佐野丘陵緑地における、公園の整備や維持管理状況の確認

・評価方法 ：「４つの基本理念」①環境に配慮 ②景観に配慮 ③みんなでつくる ④地域の活性化等に役立つ

ごとに定量的、定性的評価を実施

・評価の視点 ： 基本理念が遂行出来ているか否か

・評価の場 ： 大阪府泉佐野丘陵緑地 運営審議会（※）

※大阪府附属機関条例 第２条 別表第１ 担任する事務

「泉佐野市の区域内の丘陵地における都市公園の整備及び運営方針についての調査審議に関する事務」

・スケジュール： 事業計画は、年間単位でPDCAを実施

個別内容については、3回/年の現地開催時に、確認・見直しを実施

H２６年度 H27年度 H28年度

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

審議会
開催

〇
現地

〇
本庁

〇
現地

〇
本庁

〇
現地

〇
本庁

〇
現地

〇
本庁

○
現地

事業
計画

個別
項目

公開
方法 議事録 議事録 議事録

評価
シート
など

確認・見直

論点３：評価スケジュール及び公開媒体など

論点２：運営審議会において確認、助言、次年度以降への提言

P：次年度計画（案）

D：実施

CA：確認・見直し

P：次年度計画（素案）
予算要求反映

P：次年度計画（案）

D：実施

確認・見直確認・見直確認・見直

○スケジュールなど

CA：確認・見直し


